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24 名，女性 42 名，平均年齢 70.3±5.9 歳）．調査内容は身体機能評価として体力測定 5項
目(開眼片足立ち・長座位体前屈・ファンクショナルリーチテスト・握力・タイムドアッ
プ＆ゴーテスト），口腔機能評価 6項目(最大舌圧・最大口唇圧・舌の左右運動・オーラル
ディアドコキネシス・咀嚼能力・反復唾液嚥下テスト）とした．分析は体力測定結果・口
腔機能結果の相関を Spearman の相関係数を用いて算出し，さらに口腔機能と体力との関
連性を分析するために重回帰分析を行った．結果，オーラルディアドコキネシス/ka/と舌
の左右運動は，開眼片足立ちとの関連性が認められた．さらに舌の左右運動はファンクシ
ョナルリーチテスト，タイムドアップ＆ゴーテストと有意な相関を認めた．また，舌の左
右運動，最大口唇圧，オーラルディアドコキネシス/ka/および咀嚼能力は，握力に影響を
与える因子となった．これらの結果より，舌や口唇などを含めた口腔の機能は高齢者の体
力と関連し，口腔機能を評価することで高齢者の全身の体力を推測できる可能性が示唆さ
れた． 
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